
Ⅵ-3-3-3-2-1-2-1 管の基本板厚計算書 

（主蒸気系） 
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まえがき 

 本計算書は，Ⅵ-3-1-4「クラス３機器の強度計算の基本方針」及びⅥ-3-1-5「重大事

故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」並びにⅥ-

3-2-6「クラス３管の強度計算方法」及びⅥ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方

法」に基づいて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び

略語については，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・適用規格の選定

ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

1 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

2 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

3 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

4 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

5 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

6 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

7 管の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

C1 鏡板の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

SP1 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

E1 伸縮継手の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

E2 伸縮継手の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

E3 伸縮継手の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

E4 伸縮継手の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

E5 伸縮継手の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格

E6 伸縮継手の強度計算 設計・建設規格 ― 設計・建設規格
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9 

4. 管の穴と補強計算書

スパージャの強度計算書（重大事故等クラス２管）

記号 ＳＰ１ 

穴部詳細 穴部断面 

図 4－1 穴部詳細と穴部断面 

(1) 設計・建設規格 PPC-3420 により，穴の補強計算を行う。

a. 主管の計算上必要な厚さｔｒｒ

ここで， 

Ｐ ：最高使用圧力 3.73 (MPa) 

最高使用温度 250 (℃) 

Ｄｏｒ ：主管の外径 323.80 (mm) 

Ｓｒ ：主管の材料の許容引張応力 76 (MPa) 

主管材料 SCS19 

η ：長手継手の効率 1.00 

b. 補強に必要な面積Ａｒ

ここで， 

ｄ ：断面に現れる穴の径  (mm) 

α ：主管と穴の中心線との交角 (゜) 

mm 7.80

3.73 1.00＋0.876  2

323.803.73

・Ｐ ・η＋0.8Ｓ ・ 2

Ｐ・Ｄ
ｔ

ｒ

ｏｒ
ｒｒ









2

ｒｒｒ

mm 83.46

(2－sin )7.801.07

(2－sinα) ・・ｄ・ｔ 1.07Ａ
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c. 補強に有効な面積Ａ０

ここで， 

ｔｒｏ ：主管の公称厚さ 17.40 (mm) 

Ｑｒ ：主管の厚さの負の許容差 (mm) 

ｔｒ ：主管の最小厚さ (mm) 

ｔｒ＝ｔｒｏ－Ｑｒ 

Ｆ ＝設計・建設規格 PPC-3424(1)により求めた値 1.0 

ＬＡ ＝補強に有効な範囲（次の 2 つの式より計算したいずれか大きい方の値） 

ＬＡ＝ｄ＝  mm 

ＬＡ＝ｄ／2＋ｔｒ＋ｔｂ＝  mm 

（  mm） 

よって， ＬＡ＝  mm とする。 

d. 評価

Ａ０＞Ａｒ，よって穴の補強は十分である。

(2) 設計・建設規格 PPC-3424(4)により，大穴の補強の要否の検討を行う。

a. 大穴の補強を要しない限界径

b. 評価

ｄ≦ｄｆｒＤ，よって大穴の補強計算は必要ない。

以上より十分である。

2

Ａｒｒｒ０

mm 234.1

)－(27.80)－1.0(1.00

－ｄ))・(2・Ｌ－Ｆ・ｔ(η・ｔＡ






mm 

2

323.8－2

2

－2・ｔＤ
ｄ

ｒｏｒ
ｆｒＤ
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6. ラムズヘッドの強度計算書

ラムズヘッドの強度の確認方法として，昭和 60 年 4 月 27 日付け 59 資庁第 17250 号にて認可

された工事計画の添付書類Ⅳ-2-1-2-1-1「管の基本板厚計算書」（以下「既工認計算書」とい

う。）の「6. ラムズヘッドの強度計算書」において，最高使用圧力が検定水圧試験により求めた

検定圧力以下であることを確認することとしている。 

今回重大事故等クラス２管として申請されるラムズヘッドは，既工認計算書で認可された管と

構造，材料，寸法，最高使用温度及び最高使用圧力が同一であることから，強度計算は省略する。 
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